
 
 

 

 

令 和 ８ 年 ４ 月 １ 日 

道路局国道・技術課 

点検支援技術性能カタログを拡充 

～橋梁・トンネル・土工・舗装・道路巡視の点検支援技術を追加～ 

国土交通省では、道路構造物の点検の効率化・高度化を推進するため、点検に活用可能な

技術をとりまとめた「点検支援技術性能カタログ」を策定しています。 

この度、橋梁、トンネル、土工、舗装の点検及び道路巡視に活用可能な 54 技術を点検支援技

術性能カタログに追加しました。 

点検支援技術性能カタログは、国が定めた標準項目に対する性能値を開発者に求め、国管

理施設等において技術を検証した結果をカタログ形式でとりまとめたものです。 

直轄国道の点検においては、令和４年度より橋梁・トンネル、令和５年度より舗装、令和７年度

より道路巡視の特定の項目について点検支援技術の活用を原則化※1 しています。 

引き続き、カタログの周知に努めるとともに、新技術の積極的な活用を図り、点検の効率化・

高度化を進めてまいります。 

（参考）国土交通省ホームページ https://www.mlit.go.jp/road/tech/index.html 

 

■掲載技術数（令和８年４月１日現在） 

分野 項目 掲載数 （うち追加数） 

橋梁・トンネル・土工 

画像計測 141 （16） 

非破壊検査  75  （6） 

計測・モニタリング  99  （9） 

データ収集・通信   5  （1） 

舗装 ひび割れ率・わだち掘れ量・IRI  55 (15) 

道路巡視 
ポットホール※2・区画線の摩耗※2 

・建築限界の超過・標識隠れ 
 32 (7) 

計 407 （54） 

※1 点検支援技術活用による効率化や業務品質確保が図られない場合などは対象外 

※2 令和７年度から道路巡視で点検支援技術の活用を原則化した項目 

 

＜問合せ先＞ 

道路局 国道・技術課 

（全般）        児玉、中里 （内線 37862、37866） 

（橋梁）        岩本     （内線 37865） 

（トンネル・土工）  谷本     （内線 37893） 

TEL 代表：03-5253-8111、直通：03-5253-8498 

 

道路局 国道・技術課 道路メンテナンス企画室 

（舗装）        三好、増田  （内線 37892、37873） 

（道路巡視）     小野寺、溝山 （内線 37852、37856） 

TEL 代表：03-5253-8111、直通：03-5253-8494 

 



点検支援技術性能カタログ（掲載状況）

○ 点検支援技術性能カタログは、国が定めた標準項目に対する性能値を開発者に求め、開発者から
提出されたものをカタログ形式でとりまとめたもの。 （令和８年４月に新たに54技術を追加）

画像計測

・橋梁 ：91(11)技術
・トンネル ：40 (2)技術
・土工 ：10 (3)技術

・5(1)技術

＜主な掲載技術＞

データ収集・通信

ﾄﾞﾛｰﾝによる損傷把握 ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾝによる変状把握

・橋梁 ：48(4)技術
・トンネル ：25(2)技術
・土工 ： 2 (-)技術

非破壊検査

AEｾﾝｻを利用した
PCｸﾞﾗｳﾄ充填把握

レーダーを利用した
トンネル覆工の変状把握

・橋梁 ：76(5)技術
・トンネル ：22(3)技術
・土工 ： 1(1)技術

計測・モニタリング

光ﾌｧｲﾊﾞｰｾﾝｻｰよる
橋梁モニタリング

トンネル内附属物の
異常監視センサー

センサー

トンネル
照明

（H３１．２ ～） （Ｒ５．１１ ～）【橋梁・トンネル】 【土工】

スマートフォンで取得した画像
によるポットホール検知

□：ポット
ホールを検知

MMS※1を活用した
斜面・のり面点検

衛星SAR等を活用した
道路土工点検及び防災点検※2

ひび割れ率・わだち掘れ量・IRI

【 舗 装 】

・55(15)技術

（Ｒ４．９ ～）

・32(7)技術

ポットホール・区画線の摩耗・建築限界の超過・標識隠れ

【 道 路 巡 視 】 （Ｒ５．３ ～）

※（）内は今回新たに追加された技術数

スマートフォンで取得した画像
と加速度による路面性状測定

ドライブレコーダーで取得した
画像による区画線の摩耗判定

※1 MMS(モービルマッピングシステム)
※2 国土地理院ウェブサイトより出典
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AIによる自動判定

ひび割れ率

IRI

わだち掘れ量



計測・モニタリング技術（５技術）

令和８年度 新規掲載技術の例＜橋梁・共通（橋梁・トンネル・土工）＞
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画像計測技術（11技術） 非破壊検査技術（４技術）

進入困難箇所の近接目視 手作業による損傷の検出

狭隘空間、水のある箇所に進入して画像を取得 ドローンに搭載した赤外線カメラ画像を解析
表面温度分布の違いから損傷を検知

マルチビーム・LiDAR複合計測による
橋梁の水陸一体3D点群化技術（洗掘）

＜掲載技術名＞
水陸両用狭あい部点検ロボットを使用した点
検支援技術

＜掲載技術名＞
ドローンと赤外線カメラを用いて、舗装表面温度から床版劣
化を特定する技術

（検出項目：床版劣化）

水深170mm まで
測定の状況

○ 令和８年度は、橋梁の点検に活用できる技術を新たに20技術、トンネル等と共通の技術を１技術追加。

○ 狭い空間や水があって進入できない箇所を水陸両用狭あい部点検ロボットにより点検する画像計測
技術、ドローンに搭載した赤外線カメラ画像から床版劣化を検知する非破壊検査技術、マルチビー
ム・LiDAR複合計測により橋脚部の洗掘状況を測定する計測・モニタリング技術等を新たに掲載。

（検出項目：ひびわれ）

赤外線画像の解析結果
（緑枠内が検出した損傷）

＜掲載技術名＞
マルチビーム・LiDAR複合計測による橋梁の水陸
一体3D点群化技術（洗掘）

（検出項目：洗掘）
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手作業による
下部工洗掘状況の計測

水深170mm 以上
（フロート使用） 測定の状況

計測結果による３D図



○ 令和８年度は、道路トンネルの点検に活用できる技術を、新たに７技術追加。

○ 手押し式台車型の覆工画像撮影システムにより半断面分の覆工画像を同時撮影する技術、レーザ
により覆工内部のうきを検出する技術、計測機器を搭載した車両で走行することにより、トンネル内
のデータを取得し三次元画像・点群データ等を表示する技術等を追加。
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画像計測技術（２技術） 非破壊検査技術（２技術）

手押し式台車型の覆工画像撮影シ
ステムにより半断面分の覆工画像
を同時撮影 レーザにより、覆工内部のうきを検出

計測機器を搭載した車両で走行することに
より、トンネル内のデータを取得し、三次元
画像・点群データ等を表示する

計測・モニタリング技術（３技術）

＜掲載技術名＞
台車型トンネル覆工画像同時撮影システム ＜掲載技術名＞

可搬型計測システムによるトンネル形状計測

＜掲載技術名＞
うき検出小型レーザ点検装置

（検出項目※：ひび割れ、漏水等）
※取得画像の目視確認又は変状抽出ソフトウェア技術等の併用による （検出項目：うき） （検出項目：変形、うき・はく離(変位をともなうもの)等）

近接目視により、覆工の
ひび割れ等の有無を確認

打音検査により、うき等による
打音異常の有無を確認

断面計測結果のとりまとめ

令和８年度 新規掲載技術の例＜トンネル＞

半断面分の覆工画像
を同時撮影

レーザにより
覆工内部のうきを計測

全方位画像を取得可能な
カメラ及びレーザ等により

覆工表面を計測

点群データから、覆工表面の
うき箇所を着色(緑色)表示
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技術による計測結果
（赤色に着色された箇所が

変状と判定される）

当該技術で撮影した画像に対して既
往掲載技術「ひびみっけ」を用いてひ
び割れを検出



令和８年度 新規掲載技術の例＜土工＞

○令和８年度は、吹付のり面の点検に活用できる技術を、新たに４技術追加。
○画像計測（ドローン等）や、動的貫入試験と弾性波探査試験を組み合わせた吹付のり面の点検支援技術等を

掲載。
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ロープアクセスによる吹付のり面の点検

のり面の上部で、点検者が計測装置を上
下移動させ、またのり面上の障害物を回
避して近接確認（撮像）を行う技術
＜掲載技術名＞
のり面点検装置
＜検出項目＞
ひび割れ

吹付のり面点検支援技術（４技術）

画像データを用いて吹付のり面のひび割れ
を解析、抽出するクラウドアプリケーション
及びそれを利用した点検技術
＜掲載技術名＞
ひびナビＡＩ
＜検出項目＞
ひび割れ

障害物回避機能を有した自律型ドローンと
画像解析技術を組み合わせて道路土工
構造物点検を支援する技術
＜掲載技術名＞
ドローンを用いた吹付のり面の点検支援
技術
＜検出項目＞
ひび割れ、浮き・剥離

簡易弾性波探査で背面地山表層付近の
状態を、水平方向の打撃も可能な動的貫
入試験器で背面地山深さ方向の状態を調
査し、地山の影響を迅速に診断する技術
＜掲載技術名＞
動的貫入試験・簡易弾性波探査を用いた
吹付のり面の老朽化診断
＜検出項目＞
空洞、地山の風化

吹付工のひび割れ 吹付工の浮き・剥離
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○ 性能評価項目（ひび割れ率・わだち掘れ量・IRI）の全て、またはいずれかの評価項目を、すべての
区分（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）で判定できる技術であり、かつ、一定以上の精度が確保されていた技術を、新たに
15技術追加。

令和８年度 新規掲載技術の例＜舗装＞
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目視により路面性状を確認 手入力による路面性状の記録

ひび割れ率・わだち掘れ量・IRI判定技術（15技術）

＜掲載技術名＞ロメンキャッチャースーパーMWD
（検出項目：ひび割れ率、わだち掘れ量、IRI）
※検出項目以外は精度未確認

＜掲載技術名＞MMSを活用した路面性状調査

（検出項目：ひび割れ率、わだち掘れ量、IRI）
※検出項目以外は精度未確認

＜掲載技術名＞移動体計測による路面性状調査

（検出項目：ひび割れ率、わだち掘れ量、IRI）
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○ ポットホール（10～20cm及び20cm以上）の位置を特定できる技術、区画線の摩耗（剥離度40%以上）
を判定できる技術、建築限界の超過を判定できる技術、標識隠れを判定できる技術であり、かつ、一
定以上の精度が確保されていた技術を、新たに７技術追加。

従
来
道
路
巡
視

道
路
巡
視
支
援
技
術

ポットホール 建築限界の超過

【パトロール車からの目視確認項目の一例 】

ポットホール（７技術）、区画線の摩耗（５技術）、建築限界の超過（３技術） 、標識隠れ（５技術） [７技術 ※重複有り]

区画線の摩耗

＜掲載技術名＞ GeoMasterNeo®

（検出項目：区画線の摩耗、建築限界の超過、標識隠れ）

＜掲載技術名＞Draw-AI with テレマティクスサービス(Diagnose roads with AI)

（検出項目：ポットホール、区画線の摩耗、標識隠れ）

令和８年度 新規掲載技術の例＜道路巡視＞
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パトロール車からの目視確認



点検支援技術性能カタログ検索サイトの公開について（橋梁・トンネル分野を先行公開）

（類似技術の一覧） 例）橋梁支承部点検にドローンを使用する技術で絞り込み

（技術詳細ページ） 特徴③：タブ形式で視覚的に整理

選
択

特徴②：技術概要の確認、大まかな比較が可能

従来の点検支援技術性能カタログでは、利用者がエクセルの一覧から目的の技術を探し出す必要があり、時
間と手間がかかる状況

フリーワード検索や橋種（S,Co,溝橋）、部位・部材（上部構造・・・など）、損傷の種類（腐食,亀裂・・・など）等の条件
で類似技術の絞り込みが可能となる検索サイトを新たに作成（https://inspection-support-catalog.mlit.go.jp/）
各技術の概要の比較やタブ形式にて基本諸元、性能等の把握が可能

特徴①：
条件を選択し検索することで
技術の絞り込みが可能


